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講師はナッジを使った健康支援の先駆者。
クイズや漫画、共感エピソードを交えて、ナッジのポイントを
わかりやすく語りかけます。
※ナッジとは、相手の心を優しくくすぐっ
て、選択の自由を残しながら、よい行動へ
と促す設計のことです。

きっとナッジがお役に立てます！
「知識は伝えた。でも、相手は動かない。」
とお悩みのあなたへ。

竹林正樹

【基本編】実践者の

監修・講演  竹林正樹
米国 University of Phoenix, MBA 時代に
ナッジに出会う。博士（健康科学）。理論と
感情の両面から訴求する講演には定評がある。

作　竹林正樹
画　すなやまえみこ

本編　67分
特典映像（ストリーミング）　28 分
※特典映像は「ペアワーク：
　健康メニューを選んでもらうには？」
　友情出演  北折一
　NHK「ためしてガッテン」
　元・専任ディレクター

理論から実践の極意が詰まった３分５０秒。
導入からアイデア満載。
稲山 貴代 先生　長野県立大学健康発達学部  教授

ナッジの基本を「津軽弁」のやさしい語り口で
楽しく理解できます。
江口 泰正 先生　産業医科大学産業保健学部  准教授

竹林さんのプレゼンの面白さとわかりやすさは
行動経済学会NO.1！
大竹 文雄 先生　大阪大学大学院  教授

竹林先生の放つ津軽弁ナッジは
誘導尋問よりも悪魔的だ！
小島 健一 先生　鳥飼総合法律事務所  弁護士

ナッジ満載の、ナッジが良くわかって好きになる
セミナーです！
高谷 典秀 先生　医療法人社団同友会  理事長

誰もが得する、今必要な戦略。
知性とユーモア溢れる講演は必見。
中谷 淳子 先生　産業医科大学産業保健学部  教授

津軽弁で深まるナッジの理解！
ヘルスリテラシーの専門家も推奨。
福田 洋 先生　順天堂大学大学院  特任教授

大爆笑しながら学ぶことは
学びを定着させる最良の方法！
福吉 潤 先生　株式会社キャンサースキャン  代表取締役社長

話題のナッジ！  わかりやすい！  
理論から実践！  津軽弁！
山本 雄士 先生　株式会社ミナケア  代表取締役

どんな仕掛けがでてくるか？
聞くか・聞かぬかはあなた次第。
吉池 信男 先生 　青森県立保健大学大学院  教授

推
薦
の
言
葉

本編試聴動画は
こちらから

仕様：DISC1 67分/
DVD VIDEO/DOLBY DIGITAL/COLOR/STEREO
※学校･専修学校・自治体･企業などでの教育目的に限
り非営利での上映･館外貸し出し可の権利処理済み。

特別定価 10,000円（税別）
 DVD00140

竹林正樹 DVD 検索ホームページからのご購入も可能です。
https://www.tkhs.co.jp
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健康経営を地域と企業の
　　　コラボレーションで

情報ＢＯＸ90

ニ ュ ー ス78

次号予告／奥付96

連 載

52 ［新連載］高齢者の「通いの場」づくりの取り組みとその効果
　　　　　　　　　　　　　　  《第 1 回》  ／細川陸也ほか

60 ［新連載］ゲーム障害とスマホ依存―地域保健にできること
　　　　　　　　　　　　　　  《第 1 回》  ／磯村 毅

62 虐待予防は母子保健から 《第 7 回》／鷲山拓男

70 ESSAY 国際保健《第 37 回》／松田正己

82 保健師のための閑話ケア《第 88 回》／藤本裕明
中臣さんの環境衛生ウオッチング《第 73 回》／中臣昌広86

【特集】
6

イラストレーター・
スズキトモコ

爽やかな新緑の季
節。いつもの電車の
車窓から異国の風景
を想像して旅気分は
いかがですか。

http://www.
tomo-com.com

【Vol.51.No.3】 5

梶原厚子さんピープル▶66 （株式会社スペースなる 代表）

荒川久美さんひよこ、ホップ、ステップ、ジャンプ！▶2 （神奈川県平塚保健福祉事務所保健福祉課）

市町と協働で「しずおかまるごと健康経営プロジェクト」を推進《事例　静岡県》34
土屋厚子（静岡県健康福祉部）

協会けんぽとの地域・職域連携で健康経営を推進《事例　大分県》40
藤内修二（大分県福祉保健部）

健康経営支援から健康関連サービス創出まで幅広く展開《事例　横浜市》44
春日潤子（横浜市健康福祉局）

健康経営の本質22 岡田邦夫（特定非営利活動法人 健康経営研究会）

【座談会】地域・職域連携と健康経営8

幸福学から見る健康経営26 前野隆司（慶應義塾大学大学院）

人を大切にする健康経営30 坂本光司（人を大切にする経営学会）

健康経営の概要と動向48 飯森健一（経済産業省商務・サービスグループ
　　　　　　ヘルスケア産業課）

◎津下一代さん（あいち健康の森健康科学総合センター）＝司会

◎土屋厚子さん（静岡県健康福祉部）

◎高森洋子さん（大分県南部保健所）

◎室山孝子さん（横浜市健康安全部）

◉出席者

（NPO 食べる力・円、言語聴覚士）
言語聴覚士による地域共生の活動寄 稿 ▶72

橋田祐理子

長期的な国際保健活動から見えた保健活動の方向性活動報告▶76
（医療創生大学看護学部）ほか吉田和樹
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神
奈
川
県
で
育
っ
た
荒
川
久
美
さ
ん
は
、
昨
年

４
月
に
神
奈
川
県
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
の
保
健

師
と
な
っ
た
。
３
年
間
の
看
護
師
と
し
て
の
経
験

や
持
ち
前
の
粘
り
強
さ
で
、
１
年
目
か
ら
そ
の
実

力
を
発
揮
。
先
輩
の
保
健
師
た
ち
か
ら
の
期
待
も

大
き
い
新
人
で
あ
る
。

　

晴
れ
や
か
な
笑
顔
の
裏
に
は
、「
期
待
さ
れ
た

ら
、
そ
れ
に
応
え
た
い
。
力
が
出
ま
す
」
と
言
い

切
る
頼
も
し
さ
が
し
っ
か
り
と
備
わ
っ
て
い
る
。

好
奇
心
旺
盛
、
目
標
は
努
力
で
つ
か
み
取
る
、
そ

の
行
動
力
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
筋
金
入
り
だ
。

 

「
実
は
、
保
育
園
の
こ
ろ
か
ら
医
療
系
の
仕
事
に

就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

　

こ
れ
ま
で
取
材
を
し
た
中
で
も
飛
び
抜
け
て
幼

い
こ
ろ
か
ら
、
目
標
を
医
療
系
に
絞
り
込
ん
で
き

た
荒
川
さ
ん
。
そ
の
目
標
を
胸
に
抱
き
続
け
、
看

護
師
を
経
て
保
健
師
に
な
っ
た
。

 

「
20
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
が
、
近
所
に
新
し
い

病
院
が
で
き
て
、
開
院
前
の
見
学
会
に
家
族
で
行

き
ま
し
た
。そ
こ
で
働
く
人
た
ち
を
間
近
で
見
て
、

〝
か
っ
こ
い
い
！
〟〝
こ
う
い
う
仕
事
を
し
た
い
！
〟

と
思
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
卒
園
ア
ル
バ
ム

に
も
、
救
急
車
と
お
医
者
さ
ん
、
看
護
師
さ
ん
の

絵
を
描
い
た
ん
で
す
」

　

そ
れ
以
来
、
将
来
の
目
標
を
聞
か
れ
た
り
、
夢

に
つ
い
て
作
文
を
書
い
た
り
す
る
た
び
に
、「
子

ど
も
の
お
医
者
さ
ん
に
な
り
た
い
」
と
答
え
続
け

て
き
た
と
い
う
。

 

「
保
育
園
の
こ
ろ
か
ら
小
さ
い
子
が
大
好
き
で
し

た
。
家
で
も
、
私
よ
り
３
〜
５
歳
年
下
の
親
戚
の

子
を
預
か
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
て
、
お
世
話
を
す

る
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

　

目
標
は
一
度
も
ぶ
れ
な
か
っ
た
。
医
療
関
係
に

進
む
な
ら
必
要
だ
と
、
勉
強
に
も
力
を
入
れ
た
。

そ
の
一
方
、
部
活
や
学
校
行
事
へ
の
参
加
も
全
力

投
球
。
中
学
で
は
美
術
部
、
高
校
で
は
テ
ニ
ス
部

に
所
属
し
て
、
生
徒
会
活
動
や
文
化
祭
、
体
育
祭

な
ど
の
企
画
や
運
営
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
だ
。

　

看
護
師
や
保
健
師
に
絞
り
込
ん
だ
の
は
、
大
学

進
学
を
控
え
た
こ
ろ
だ
っ
た
。

 

「
小
児
科
医
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
子
の
命
の
責
任

を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
に
そ
ん
な
大
変

な
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、医
療
職
の
中
で
も
、

も
っ
と
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
え
る
職
種
は
な
い

か
と
考
え
始
め
て
い
た
と
き
、
塾
の
先
生
が
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
ん
で
す
」

　

看
護
学
校
で
も
講
師
を
務
め
て
い
た
そ
の
先
生

を
通
し
て
、
看
護
師
や
保
健
師
、
助
産
師
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ

だ
と
思
っ
た
と
い
う
。

　

大
学
時
代
も
情
報
を
集
め
、
積
極
的
に
行
動
し

た
。
看
護
医
療
学
部
で
学
び
な
が
ら
、
国
際
協
力

の
サ
ー
ク
ル
に
所
属
。長
期
の
休
み
を
利
用
し
て
、

ステッ
プ ジャン

プ！
ホップ★ ★

ひよこ

台
風
の
と
き
に
い
た
だ
い
た

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
。

保
健
師
は
と
て
も
大
事
な
仕
事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

荒
川
久
美
さ
ん
●
神
奈
川
県 

平
塚
保
健
福
祉
事
務
所 

保
健
福
祉
課

あ
ら
か
わ
・
く
み

文＝太田美由紀（ライター）　写真＝神保 誠平塚市総合公園の平塚総合体育館前にて。わんぱく広場やふれあい動物園、日本庭園など
もあり、スポーツ施設も充実している

医
療
系
の
仕
事
に
就
き
た
い
！

保
育
園
の
こ
ろ
か
ら
の
夢

保健福祉部 部長の彦根倫子さん（写真左端）、保健福祉課、保健予防課の保健師の皆さんと一緒に。
荒川さんは保健福祉課に所属している

神奈川県

平塚保健福祉

事務所の担当
地区は

平塚市・大磯町
・二宮町

相
模
川

限
定
さ
れ
た
環
境
や
資
源
の
中
で

保
健
師
は
何
が
で
き
る
の
か
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特 

集

22 健康経営の本質
◎岡田邦夫（特定非営利活動法人 健康経営研究会）

26 幸福学から見る健康経営
◎前野隆司（慶應義塾大学大学院）

48 健康経営の概要と動向
◎飯森健一（経済産業省ヘルスケア産業課）

30 人を大切にする健康経営
◎坂本光司（人を大切にする経営学会）

8
地域・職域連携と健康経営
座談会

◎津下一代さん　（あいち健康の森健康科学総合センター）＝司会
◎土屋厚子さん　（静岡県健康福祉部）
◎高森洋子さん　（大分県南部保健所）
◎室山孝子さん　（横浜市健康安全部）

（出席者）

▲津下一代さん ▲土屋厚子さん ▲高森洋子さん ▲室山孝子さん

写真：神保 誠

　
健
康
経
営
は
従
業
員
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な
視
点
か
ら
戦
略
的
に
実
践
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
日
本
健
康

会
議
が
選
定
す
る
「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
は
年
々
数
が
増
え
、「
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
０
」
は
大
規

模
法
人
部
門
１
４
８
０
法
人
、
中
小
規
模
法
人
部
門
４
８
１
６
法
人
と
な
っ
た
。
約
10
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
た

地
域
・
職
域
連
携
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
連
携
の
目
的
を
明
確
に
す
る
た
め
に
健
康
経
営
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
お
り
、
今
後
は
行
政
保
健
師
が
地
元
中
小
企
業
の
健
康
経
営
に
関
わ
る
機
会
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

　
健
康
経
営
は
企
業
に
と
っ
て
生
産
性
向
上
や
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
従
業
員
に
と
っ
て
は

個
人
の
健
康
度
を
高
め
、
疾
病
を
予
防
し
、
職
場
の
快
適
さ
や
満
足
感
を
高
め
て
く
れ
る
。
一
方
、
地
域
保
健

が
地
元
企
業
の
健
康
経
営
と
関
わ
る
こ
と
で
、
在
住
者
や
在
勤
者
の
健
康
課
題
を
把
握
し
、
将
来
必
要
と
な
る

健
康
課
題
を
予
測
し
た
対
策
を
検
討
で
き
る
。
地
域
・
職
域
双
方
に
と
っ
て
は
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
。

　
行
政
保
健
師
が
関
わ
る
健
康
経
営
は
主
に
中
小
企
業
が
対
象
だ
。「
人
が
資
本
」
の
中
小
企
業
と
、
高
齢
者

な
ど
健
康
弱
者
を
抱
え
る
地
域
保
健
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、ど
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
５
月
号
で
は
健
康
経
営
の
本
質
を
考
え
る
と
と
も
に
、
地
域
・
職
域
連
携
に
よ
る
健
康
経
営
の
具
体
的
な
姿

を
探
っ
て
い
く
。

地
域
と
企
業
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

健
康
経
営
を

44 健康経営支援から健康関連サービス創出まで幅広く展開
　《横浜市における健康経営推進の取り組み》

◎春日潤子（横浜市健康福祉局）

40 協会けんぽとの地域・職域連携で健康経営を推進
　《大分県における健康経営推進の取り組み》

◎藤内修二（大分県福祉保健部）

34 市町と協働で「しずおかまるごと健康経営プロジェクト」を推進
　《静岡県における健康経営推進の取り組み》

◎土屋厚子（静岡県健康福祉部）
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特 

集

22 健康経営の本質
◎岡田邦夫（特定非営利活動法人 健康経営研究会）

26 幸福学から見る健康経営
◎前野隆司（慶應義塾大学大学院）

48 健康経営の概要と動向
◎飯森健一（経済産業省ヘルスケア産業課）

30 人を大切にする健康経営
◎坂本光司（人を大切にする経営学会）

8
地域・職域連携と健康経営
座談会

◎津下一代さん　（あいち健康の森健康科学総合センター）＝司会
◎土屋厚子さん　（静岡県健康福祉部）
◎高森洋子さん　（大分県南部保健所）
◎室山孝子さん　（横浜市健康安全部）

（出席者）

▲津下一代さん ▲土屋厚子さん ▲高森洋子さん ▲室山孝子さん

写真：神保 誠

　
健
康
経
営
は
従
業
員
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な
視
点
か
ら
戦
略
的
に
実
践
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
日
本
健
康

会
議
が
選
定
す
る
「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
は
年
々
数
が
増
え
、「
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
０
」
は
大
規

模
法
人
部
門
１
４
８
０
法
人
、
中
小
規
模
法
人
部
門
４
８
１
６
法
人
と
な
っ
た
。
約
10
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
た

地
域
・
職
域
連
携
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
連
携
の
目
的
を
明
確
に
す
る
た
め
に
健
康
経
営
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
お
り
、
今
後
は
行
政
保
健
師
が
地
元
中
小
企
業
の
健
康
経
営
に
関
わ
る
機
会
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

　
健
康
経
営
は
企
業
に
と
っ
て
生
産
性
向
上
や
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
従
業
員
に
と
っ
て
は

個
人
の
健
康
度
を
高
め
、
疾
病
を
予
防
し
、
職
場
の
快
適
さ
や
満
足
感
を
高
め
て
く
れ
る
。
一
方
、
地
域
保
健

が
地
元
企
業
の
健
康
経
営
と
関
わ
る
こ
と
で
、
在
住
者
や
在
勤
者
の
健
康
課
題
を
把
握
し
、
将
来
必
要
と
な
る

健
康
課
題
を
予
測
し
た
対
策
を
検
討
で
き
る
。
地
域
・
職
域
双
方
に
と
っ
て
は
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
。

　
行
政
保
健
師
が
関
わ
る
健
康
経
営
は
主
に
中
小
企
業
が
対
象
だ
。「
人
が
資
本
」
の
中
小
企
業
と
、
高
齢
者

な
ど
健
康
弱
者
を
抱
え
る
地
域
保
健
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、ど
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
５
月
号
で
は
健
康
経
営
の
本
質
を
考
え
る
と
と
も
に
、
地
域
・
職
域
連
携
に
よ
る
健
康
経
営
の
具
体
的
な
姿

を
探
っ
て
い
く
。

地
域
と
企
業
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

健
康
経
営
を

44 健康経営支援から健康関連サービス創出まで幅広く展開
　《横浜市における健康経営推進の取り組み》

◎春日潤子（横浜市健康福祉局）

40 協会けんぽとの地域・職域連携で健康経営を推進
　《大分県における健康経営推進の取り組み》

◎藤内修二（大分県福祉保健部）

34 市町と協働で「しずおかまるごと健康経営プロジェクト」を推進
　《静岡県における健康経営推進の取り組み》

◎土屋厚子（静岡県健康福祉部）
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梶
原
さ
ん
が
看
護
師
に
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら

38
年
前
。
ち
ょ
う
ど
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
が
全
国

に
配
置
さ
れ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
新
し
い
医
療
の
も

と
で
働
き
た
か
っ
た
梶
原
さ
ん
は
、
最
初
の
職
場

と
し
て
救
急
医
療
の
現
場
を
選
択
す
る
。し
か
し
、

そ
こ
で
働
い
て
い
る
う
ち
に
、
あ
る
疑
問
が
頭
を

も
た
げ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。

 

「
１
〜
２
年
目
の
と
き
は
、
救
急
で
運
ば
れ
て
き

た
患
者
さ
ん
が
、
命
を
取
り
留
め
て
退
院
で
き
る

と
、
た
だ
単
に
『
よ
か
っ
た
！
』
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
３
年
目
く
ら
い
に
な
る
と
、
命
は

助
か
っ
た
も
の
の
、
認
知
症
や
障
害
を
持
っ
た
状

態
で
退
院
し
て
い
く
患
者
さ
ん
を
見
て
、『
こ
の

ま
ま
家
庭
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
て
本
当
に
よ
か
っ

た
の
か
し
ら
？
』
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

梶
原
さ
ん
が
感
じ
た
の
は
、「
こ
の
先
は
、
実

際
に
患
者
さ
ん
の
家
に
行
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
当

時
は
、
ま
だ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
し

く
み
は
な
か
っ
た
が
、
訪
問
看
護
に
大
き
な
関
心

を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
が
、
こ
の
急
性

期
医
療
の
現
場
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
。

　

そ
の
後
、
ご
主
人
の
仕
事
の
関
係
で
、
愛
媛
県

に
転
居
し
た
梶
原
さ
ん
は
、
愛
媛
大
学
医
学
部
付

属
病
院
に
勤
務
。
し
か
し
、
２
人
の
お
子
さ
ん
を

妊
娠
、
出
産
す
る
こ
と
に
な
り
、
し
ば
ら
く
仕
事

か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
再
び
仕
事

に
戻
る
と
き
に
決
意
し
た
の
が
、「
訪
問
看
護
師

に
な
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

 

「
い
ろ
い
ろ
面
接
を
し
た
末
に
、
在
宅
看
護
や
介

護
、
家
事
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
松
山
市
内
の
会
社
に
就
職
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
介
護
保
険
が
始
ま
る
直
前
に
は
、
こ
の
会
社

で
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
立
さ
れ
、
所
長

と
な
っ
て
訪
問
看
護
を
始
め
た
の
で
す
」

　

訪
問
看
護
の
対
象
者
は
、
明
ら
か
に
高
齢
者
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
、
重
い
障

害
の
あ
る
子
ど
も
の
看
護
サ
ー
ビ
ス
に
出
向
く
機

会
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
子
ど
も
に
出
会
う
に
つ

け
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
の
重
要
性
を
認
識
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

 

「
特
別
支
援
学
校
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
は
、
お

母
さ
ん
が
病
気
に
な
る
と
送
迎
が
で
き
な
く
な

り
、
学
校
に
行
け
ず
に
家
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
目
の
あ

た
り
に
し
て
、
小
児
の
訪
問
看
護
を
し
っ
か
り
や

ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
使
命
感
の
よ
う
な
も

の
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
」

　

そ
ん
な
梶
原
さ
ん
の
意
志
が
反
映
さ
れ
、
同
会

社
で
は
、
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
医
療
ケ
ア

が
必
要
な
子
ど
も
が
通
え
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開

設
。
訪
問
看
護
と
併
せ
て
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
支

援
が
大
き
く
前
進
し
た
。
こ
こ
で
経
験
を
培
っ
た

こ
と
で
、
梶
原
さ
ん
自
身
は
、
小
児
若
年
層
の
障

害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
。

　

松
山
市
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
梶
原

●ピープル ●

　

近
年
医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
重
い
疾
患
で
も
命
を
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
医
療
的
ケ

ア
児
が
退
院
し
て
家
庭
で
生
活
す
る
に
は
、
家
族
の
負
担
も
大
き
い
。
そ
ん
な
状
況
下
、
梶
原
厚
子
さ
ん
は
、
長
年
医
療
的

ケ
ア
児
の
訪
問
看
護
に
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
現
場
で
経
験
を
積
ん
だ
の
ち
、 

株
式
会
社
ス
ペ
ー
ス
な
る
を
設
立

し
、
地
域
と
の
連
携
の
中
で
子
ど
も
や
家
族
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
た
め
の
支
援
を
続
け
て
い
る
。
そ
ん
な
梶
原
さ
ん
に

支
援
へ
の
思
い
を
伺
っ
た
。

目
指
す
も
の
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ケ
ア
！　

医
療
デ
バ
イ
ス
を
必
要
と
す
る
重
篤
な
状
態
で
な
く
て
も
、訪
問
看
護
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
は
た
く
さ
ん
い
ま
す

◉
株
式
会
社
ス
ペ
ー
ス
な
る
　
代
表

梶
原
厚
子
さ
ん

1982年、済生会宇都宮病院付属看護専門学校卒
業。済生会宇都宮病院・獨協医科大学付属越谷
病院・愛媛大学医学部付属病院勤務。1996年（株）
クロス・サービス福祉事業部ケアサポートまつ
やま勤務。2000年、同法人にて訪問看護ステー
ションほのか・居宅介護支援事業所開所。2009
年、同法人にてほのかおひさま児童デイサービ
ス開所。2012年、医療法人財団はるたか会勤務。 
訪問看護ステーションそら、訪問看護ステーショ
ンあおぞら（新松戸・京都）、あおぞら診療所（墨
田・新松戸）。2013年、一般社団法人日本小児
看護学会診療報酬検討委員。

写真：神保 誠　

●かじわら・あつこ●
● 

取
材・文 

…
…
…
… 

白
井
美
樹（
ラ
イ
タ
ー
）

救
急
医
療
の
現
場
を
経
験
し

訪
問
看
護
の
必
要
性
を
認
識

小
児
専
門
の
訪
問
看
護
を
提
供

す
る
診
療
所
の
勤
務
で
経
験
を

積
む
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バックナンバー紹介
2019 年 9 月号
特集「�性暴力被害者支援　─現状と課題」
これまであまり深く語られることがなかった性暴力の
被害者支援について、トラウマケア、感染症や妊娠・
出産、児童虐待、DVなど、保健師が深く関わる部分
を中心に取り上げる。

2019 年 11 月号
特集「�高齢者の保健事業と介護予防の一体的

実施に向けて」
高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の全体像と
ともに、通いの場、国保データベース、フレイルの概
念などのトピックを解説。自治体や後期高齢者医療広
域連合の好事例も紹介する。座談会では一体的実施に
おける保健師の役割を中心に考える。

2019 年 5 月号
特集「�新時代「令和」の保健師 8つの論点」
令和の幕開けにあたり、保健師に関係する 8つの論
点を取り上げて展望を示す。内容は総論および①キャ
リアパスとキャリアラダー②委託事業③地区担当制と
業務分担制④統括保健師⑤多職種連携⑥家庭訪問⑦プ
レゼンテーション⑧地域共生社会。

2019 年 1 月号
特集「�刑務所と地域との連携�保健師は健康課

題を担えるか
��─�女子受刑者の問題を中心に」

刑務所にいる人の多くは、必要な支援につながれず、
社会から孤立した人たち。地域に帰ってくる住民に、
保健師はどんな支援をすればよいかまとめる。

2019 年 7 月号
特集「�災害時に配慮を要する在宅療養者への支援

��─�難病等で医療的ケアが必要な人を中心に」
地震や豪雨などの自然災害が頻発している。災害時に
医療的ケアが必要な人に保健師がどのような支援をす
ればよいかをまとめた。
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2019 年 3 月号
特集「胎児性アルコールスペクトラム障害を防ぐ」
妊婦のアルコール摂取により胎児に影響が出る胎児性
アルコールスペクトラム障害（FASD）のわが国にお
ける現状と問題点について取り上げる。
特別座談会「地域保健の未来を拓く」

出向・研修生という形で厚生労働省で働く、地方自治
体の保健師 5人が自らの経験と今後の展望について
熱く語る。

─厚生労働省での経験から
2020 年 1 月号
新春座談会「保健師の業務を効果的・効率的に進める」

保健師の業務を効果的・効率的に進めるために、行政
経営の視点などを参考に、統括保健師の果すべき役割
を考える。
特集「子どもの自殺を防ぐ」─10代を中心に
全体の自殺者数が減る中で 10代は横ばいもしくは増
えている。その実態と対策。

─統括保健師は何をすべきか

─気づき、抱負、今後のビジョン

2020 年 3 月号
特集「�認知症施策推進大綱で保健師の地域活

動はどう変わる？」
共生と予防を車の両輪とする「認知症施策推進大綱」。
座談会や事例などを通して、大綱が保健師の役割にど
んな影響があるのか読み解いていく。
特別座談会「厚生労働省での学びを地域に」

全国の自治体から出向や研修派遣で厚生労働省に来て
いる保健師たちが集い、仕事のやりがいや新しく学ん
だことなどを自由に語り合う。




